
神
谷　
徹
・
福
本　
双
紅
・
多
和
田　
有
希
・
髙
橋　
耕
平
・
河
野　
愛
・
菅
原　
健
彦�　
　
「
無
用
の
好
奇
心
」
京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
覧
会　

産
学
連
携
授
業
報
告　

美
術
工
芸
学
科　

表
現
研
究
Ⅰ・Ⅲ
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美
術
工
芸
学
科
６
コ
ー
ス
の
越
境
型
授
業
で
あ
る
「
表
現
研
究
Ⅰ
・
Ⅲ
」（
水
曜
５
限
目
）
の
、
産
学
連
携
に
よ
る
学
外
で
の

成
果
発
表
展
が
行
わ
れ
た
。

「
表
現
研
究
Ⅰ
」
は
陶
土
／
陶
芸
を
、「
表
現
研
究
Ⅲ
」
は
複
製
／
転
写
を
授
業
構
成
の
主
軸
と
し
展
開
さ
れ
た
。

ど
ち
ら
の
授
業
で
も
陶
芸
の
福
本
先
生
に
監
修
い
た
だ
き
、
専
門
分
野
外
の
学
科
教
員
（
Ⅰ
は
写
真
映
像
・
髙
橋
、
油
画
・
神

谷
、
日
本
画
・
菅
原
。

Ⅲ
は
写
真
映
像
・
多
和
田
、
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
河
野
）
に
よ
る
進
行
で
陶
芸
の
成
果
物
が
制
作
さ
れ
た
。

各
授
業
の
成
果
物
と
な
る
陶
芸
作
品
を
２
か
所
で
公
開
し
た
。

１
つ
目
は
、
本
学
内
ギ
ャ
ル
リ
オ
ー
ブ
で
「K

U
A
 ceram

ic lab

」
と
し
て
。

２
つ
目
は
「
無
用
の
好
奇
心
」
と
し
て
伏
見
区
に
あ
る
京
セ
ラ
本
社
１
階
の
京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

社
屋
内
の
展
示
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
勤
務
者
に
向
け
た
会
場
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
開
始
さ
れ
、
閉
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
、
鶴
岡
真
弓
氏
に
よ
る
紋
様
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

記
録
集
も
出
版
さ
れ
、
本
学
産
学
連
携
の
資
料
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
。

展
覧
会
タ
イ
ト
ル
：
無
用
の
好
奇
心　

K
U
A
 ceram

ic lab　
京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
２
３
年
秋
季
特
別
展

会
期
：
２
０
２
３
年
11
月
６
日（
月
）〜
12
月
５
日（
火
）

会
場
：
京
セ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
京
セ
ラ
株
式
会
社
本
社
ビ
ル
１
階
（
京
都
市
伏
見
区
竹
田
鳥
羽
殿
町
６
番
地
）

企
画
：
京
都
芸
術
大
学 

芸
術
学
部 

美
術
工
芸
学
科

主
催
：
京
セ
ラ
株
式
会
社
、
京
都
芸
術
大
学

共
催
：
京
都
市

後
援
：
京
都
新
聞
、
K
B
S
京
都

授
業
担
当
：

表
現
研
究
Ⅰ
、
福
本
双
紅 

髙
橋
耕
平　
神
谷
徹　
菅
原
健
彦

表
現
研
究
Ⅲ
、
福
本
双
紅　
多
和
田
有
希　
河
野
愛

授
業
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
木
村
俊
介

動
画
撮
影
、
片
山
達
貴

写
真
撮
影
、
大
河
原
光
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